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第2銘: パルビ、ゾしートの港経補助作用と
その機株
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:容鮮半点、助や!として矢駿 j亡用い・たバルピブレ♂トア
雑 Ict‘ 了etble 1 Iご示すこ‘とさ格段ヒ ~kct をもっ。
Solubiliz1ng 1gent 
Table 1 STRUCTURE OF SOlUBILIZING AGENT :;〉件。
pKa 1 Rl 
1. Barb1tal 7.9 C2HS (Ba r ‘ 
2. 例etharb1ta 1 8.2 C2HS p・1eth.) 
3.cycy clo barb f ta1 7.5 CZHS 
(Cyclo.) 
4. Hexoba rb1ta 1 8.3 CH3 (Hexo.) 
5. Phenobarb1ta1 7.4 C2HS (Pheno. 
~. Mephobarb1tal 7.7 CZHS 
(Mepho.) 
7. Bucolome 4.4 C4
.H
9 (BCP.) 
R2 R， 
? ?? ?? ??? ?
phenyl H 
phenll CH3 
H cyclohexyl 
ベルピ、ゾしートの?容静梯助作用!こ)刻する報告
ρ〉為、
よぴ、 AM が添加剤 jくよって可;各ィι さ~(るとし、ぅ殺 tgふり
1:ニ， 三件弘するが、 AI寸毛、ょ ιi・II? Aとノぐノレピ、ソし
一卜の不を)有、、て~統的/之官j;.容イも現象くをぷ突すすした殺
告は見あたら合い。 Aバヒペルピターノレ勺糸 f之 i到し
"C lますくぶつ介子化/ふ物勺育会)丸公ぶt;{絡令イ系え l二つ
いでタ三の列支考から契ヰボちたれ SおいKe ?t sT~1・久子J
HeはoJう ~feiffer刷るの毅令ぶ存在する。 しがしこ
水らの押え品、 国体イえ港、イの逐薬品分j-のぷ寄生作 i自
間 13岨
を 校討したもので・あ 1) ‘ こ1/(.らの銘釆を‘ 可ょが仁現
象の銘柄 i之主将通用することほゴジネない。
ネ会 l之台いてほ. まずベノしピヴレートの 3多角千神月ク
キ!と L ての伎雨量と扱》容解物の溶続々愛との}詞俸に
ついてぷ去を匁?にj余計を fすった。ざるドベノレピヴしー
トの行法化存之内 d各ヒして、 アらには~~多化機詳の
餅a月iこ用いるペアメーアーとして被渉解物の 71<-かづ
ベルピヴレ r トJ多;えへの了ra，幻千erの告白エ不 Jレぜー
を計算した暗 ヌ--. こ J(L るの佐吉岡~ ¥ノずノレピ‘ソレート
め券局梯、助作用と令テ笠との j見骨、についても考案し
た，
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SOLUBILITY DIAGRAM OF A門 INTHE PRESξNCE OF 
VARIOUS BARBI了URATESIN WA詑 RAT 30.00 
情 14醐
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Concn. of additive (開xl02)
Fig.7 
50しUBIしITYDIAGRAM OF IPA INγHE PRξSENCE OF 
VARIOU5 BARBITURAT忘SIN WATER Aγ30~O。
国ょっ B~ t? ;J、なごとくべノレピヴい P トの J奈加法夜
{之比例して AI汁々ぶ μ"1 FA の法務夜(~乏線的 lこ成才d
Lている。国にはイえゑ釣を例を廷 ?/t'. :{" J{(_す:Lたが.1ι 
のベ‘ノレピ、ソレー兵士 j司ぷ誌の絡釆を示 L た。 ニニて帆注
目さ点るのは、ノぐ Jレピ、ツレートの程殺にぶク可浮ι
ß~ が'J尽なる J とで"みる a ニれうノぐノιピヅレート勺可
溶4ヒ与をと不可分の浮締結、財概拾についで以マて校討す
5 のてu あるが' ノぐノレぶ、りしートの可疹4じ換のーっ q
j旨採ヒして桜之答静物の 7にか t)}示加者lJi字決へのTr仰ぎfer
の自由エネノレ ~、一( 4Gヤりを用、、ゐこと i之した。
Tra.従s{erの自由ムメ三 Jレギー/手、 Ta.冗千orrL~s) らと向
採内方法 j之よづ求めた。す令わちム今4Mff〉2えで表わ
さ水る。
ムCT~ =メ').i メー"-iJ ur ( 1") 
輔 15輔
ミ ミて、-u;pw公ぶ du; はえくおよが・冷;Jr1者lJ7.与え j之為、
It る森繁〈の持、準イじ学 iIてチンシそ Jν を永守。準決が
会安心二ぶって舎さえずさがている時、 すべての海味/'(
h' ltち込質 i.0)化学才;0y シ究ノレ iま泊体のモれと寄し
くなリ (6)弐;が域;えする，
j)ん wT尺了ム Niノ-ur寸 iミTkれ Oiノv
認片(;.十 RTムttVど十 Kγムぬ (6) 
ここで O.{，)ω)Oi Iま;海質 tの水およ〆糸加希i洋次iくあ、
りる泌をィ手裁企庁、す、{わえは A従を求めるため (7)え
に友えられる。
AG; m -RTム(N{_/'山 Fω〉十RTム(OlノW/Oi) どの
(わ弐かる明 6'かをごとく、 Aバ£、よか噌 IPAの A守:iゴ
7におぶが、示方。手)洋〉誌に対するこえLら返薬ゐの;多得fえ
か ~ f(まえ木宍喰iて£、いでは、布i挙参次を用い又本質ぎあ
るA門は会¥子安ーであるため3会委ィ手数の渓i1え1-::{Tわなかゥた。
このよう iごしで
120 A 叶今よとイ IPAの
71くからゑ受マ濃，交の
ベノレピツレート;字100 
，.崎、
ω -0 e 
80 
ご 60
伺
υ 、崎圃，
。.，
(.!) 
~ 40 
Fig.8 
M-BCP 
2 34 
Concn. of barbiturate (Mxl02) 
PLOT OF AGt OF AM AND IPA FROM WAτER TO ADDITIVξ 
SOLUTION AGAINST ADDITIVE CONCENTRATION AT 30.00 
決¥への 4烏LEえとめ‘
その代表的な仔t)を
Fia・を i之介、 L犬。
国から明るゲな
ご、にく、 AM:h、よ
ゲ IPA の 14~~ 1 の
イJLi之、 ノぐ 1レピツレ
ート司法及が均加
す~ J之従って大き
えなり下i守・ b) 7に
庁、したぶうにベ IL-
ピツレートによぷ
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第之宮F ベノレピツレートの本静劫、財作用
と介う一撃の}却活字
首i待て‘延べた計J:去にぶう、 7殺のパルピ、ゾしー
トを用 L、てdすったペ什布、よ lfrrA Iご}菊する溶解友失
、験から Atv1) IPA内 A4E求訴〉下{J'‘ <tl乏ネし f之。
i裂から哨らかな
ぶうに， A j'¥.守るF
ょが‘ 1PA Iこ対す
るベ Jレビツレー
ト内務格緒的作
用 iま、 ベ Jレピ、リ
レートの介会Jを
の久きいもの J経 1
3みρ ことが誌、め
られた， このと
乙 I-J、 ノミ• Jレビ、、、ノ
レート分子の人
きさぶ;本餅務長力
作 j告と何らかの
j気俸屯守するご
とをネロ炎するも
内ヒ考えら本る a
200 
書面
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喧J
~ 100 、
tU 
u 
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Fi'g.9 M凶 ofbarbiturate 
6Gi OF AM AND IPA FROM WATER TO ADDITIVE SOLUTION AT 30.00 
Symbo1s designate the additive identity (S"e~ To.~kl). 
0・AH-Barbiturates; . ，、IPA・Barbiturates.
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第2孝t 溶続祐、助作用に吋ずる足手女装の影響
被;各併幼てH ある入門右ょが口A 令 X多角手伎が rににら、
いて特呉な/ぞターンを示すことは::Tl絡の語系ぶリ
g月らかなこヒて時あリ、 ノくノレビ?ゾレート{之よるこれう
長義Jb《可溶イじに j各媒て叫みる 71えが何らか勾}渇骨、をす
することは教然千愁さ水るとこみて。ふる。 1宇野ウ iどj
ノ究機Jf~ ，分子化合よ物の i$決ヤてM の分子会令ヒ淳史子、の肉
体 t余計し本棋の水念フ百字の偽下ととも i之会今 dfj!託
少することを尤ぃ託手している。 ニ水らの老子安Cs、ら、
パ、，レピツしートのふ容~A干名4ð' ß/J 作用においてぷ多様。ぐいが
会る投引を唆じているか 1'%興吠の色た氷るところで
ムる。
本女においては、 7/<.以外 η ノ容味 ιJ有いてベ、 Jレど、、ソ
レー トのよ字解材、sIJ作用が、;容も京 jミょうどのよう{こ及
イじするゲを，検討し、水における 53来と比較し可法ィヒ
ヒ漆守系の j持係を J考察した。
第i節 七-BLAOH-it-fu2科O/Yl_ι;免令洛味の奪うち委
法毎年ぷうぞ検を水刀、 6.26.S"九y.t-B~O什九九一足ι1-;)­
tCVI泌世 l之変えて行いえ f之述:べぐゴ、℃ぐ Aペ為、主〆
IrAの 4今L乏計算しその佑求を fl d' ~1 0 1~ 不しキ。
ιヒ較η ため 71乙にあ、t~えの 3古来 t 司符 i之f!lホし士ボ;
1!lょっ明るがをごとくも AJV]布、ぶ乙入、・工PAの 14今七 i戸、
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Fig.l0 MW of barbiturate 
ゐG~ OF AM AND IPA FROM WATE~ AND 26.5%t叩BUTHA~OL IN 川正PTANE
10 ADDITIVE SOLUTION AT 30.0。
0'.' io water ; 0.， in 26.5%t・BuOHi n n糊 heptane
口~ 0 • AH-Barb1turates~ 良ι@ ピ IPトBarbiturates ・
Symbols des1gnate the additive 1dent1tyt加念 Tnbl<.l入
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日 〉でいい、プコ ?-MMoowfノ /てお、げ
る遊離翌八/けの伸縮振動の吸収湯友 1.)，"A H との水素
話令 fミぶリ減少し、 小つ よ之之o(/?九ー/の奴収 4¥"‘、
ま/80M?zf/ヒイ&波数制ヘシフトしている採多;1¥"鈴め
らJ/(た。
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刊EINFRAR臼 SPECTRAOF AMINOPYRINE AND BUCOLO門EIN CARBON TETRAC討lORIDE
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Fig.13 Ethy1ene glyco1， vo1. % 
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ロ トンアク色アアーの 17]ざのみをする d/oXQntLと Jく
の;高砂洛4去を伎用 Lて、 j昆令塔誌の株造性内在いがJ
可法イ七 iご&ィヒ乏Jまたすがを投釘したー ti. /4ほ、 宅
の 8j突を示しブ L ノベ‘ノLビターノレによるベバノ IPベ
の可浮イとを4t討Lたも の・ていあゐボ、 FlJ. I之 まえ t(1て
13のiSJ長ヒぷく類似して会リ、 2多様の水診者キの fえ
ヴごとと毛{さ可法化 ñ~ もイ&1すした。 このことほ、混合ト
溶娘、の梯立性のゑ莫 i手、巧j各イヒ jええぎなお等定志、 ζ
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Dioxan， vol.% 
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50しVENγEFFECTON AGi OF AMINOPYRINE AND ISOPROPYLANTIPYRIN正
FRO阿 WATERAND MIXED 50LVENT TO 0.04門 PHENOBARBITAL50しUTION
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い ととは 争 1，t議1I亡令、、て草月らかにされておう、久 a
ベルピツしートも比較的が!こ委主海て、、あるこモモ秀之
令わ也ゐと九の推測すなわち珠よ的椅五作用の存在
ボふり一号.後支ええされるぶうい見、われる。
次空i与え吟に名、いて、 この疎水的組立作向ヒマ!?字化
と内}気低主主ヒ Lて海務材、助引の物経化学的栓す支の
測史から検討し、その投手i定自民らかにする。
第3奪 ノミノレビツレートの溶稗性と
漆斜補助作用の)寿係、
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第 l笥 ノぐ/レビツレートの 71<.'(kすする
洛餅友
。ゅ，.)
(!) 
4 
イヒ令物の疎水牲をネす一般的なペラメーター l手、
現社主?と瓦いおされていないぶうで‘ある。 Ta問。は
らは叩-3患のアミノ峻の 71仁久対する?苓静友の演1)えが
ら、 アミノ語綬犬須倒1鎖のアノルレ守ノルレ悲に対してその正抹末7}κ〈七吋Jイi
を詳f倫白した。J一この-毅告 lぱま、イヒ令物の抹71<.，ト生をえをめ
に誌と俗した数少ないタ1)のーフて、あるが、彼らの方志
is; 介手会体の l味水伎を持勉(たもので叫はなく，ふ
停の局的て帆あるべノレピツレートめ厚手水性を符偽する
のには不立て、ある。 そよて、、安全は、ベノレピツレート
の水 {ζ 対する渉解友の対数乞と tJ、 をのイ乏を浮木、他
の一次2今局
安トヒ Lた。
F/(f・/1;tJ A 
刈点、ぶ li¥ 、
IfAのム守Z
'(ベ、/レピ、ゾ
レートのよ求
水性の j苅イ系
を永〔たも
ので‘、;字解
友がンいごし¥
すなめら乏求
yにも}誌のふい
ノぐ)[，.ι、ソレ
ート/まど可
法化従の久
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PLOT OF .aGt OFA阿 ANDIPA内 OMWATER TO ADDITIVE SOしUTIO持
AGAINST SOしUBILITYOF BARBITむRATESIN WATER AT 30.00 ♂ 
Symbols designate the“d 1t i vei d e n t ityμωTo.Tle 1). 。， AM・Barb1turates; 8.、IPA-Barbiturates.
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パノレピツレートによる AIイおよかi'1 PAの可海ィヒ jて
たいて終点的弱ム作用が笠察な投劉を演じ之、、るこ
とが、 浮娘、としての水の必要乙は‘ 訟が iごi答賢介すー の
採点J性と可 Jゑイじ能の j気イあから習乱らゲヒなった。 珠7ド
的絹 fL作用、す
与むち Z系水絡谷
主夫性的 i亡透乙 λえ
も工、 それfま.
F/トはより i之示し
だごとく、 71く;々
}夜中 iて存在する
=急変分子の千古本主
Jp宝初少ぶ yいから
しめよ包されて〈
S~ out) 為、
三よい手法務する
SCHEMATIC REPRESENTATION OF刊 EFORMATION OF A HYDROPHOBIC 
BOND B抑制以POSED山 YLAND LEUCYL SIDE CHAINSωA PROT間以捻になる之と
をすう。 こゥ接
触は、水:急母、か
らのしめ~さえ(
るイ喚旬すなわ噛ら
多之~
Fig.16 
ノミノレピツしートの Yκ ぁ、ぷ Zイベン
ぜン j之止すする;字解/斐の比
む、 ...N
-CH 
CH3 
四時四争
H.C_ . CH 3、〆 3
CH 
~H2 
C村民，、z
He1ghbor water molecules are shown sChemat1cal1y by circles. 
w1thout 1nd1cat1ng the struc主ur'e.
Angew. Chem. 1nternat. Edit.. l.，. 195(1967) 
G. 討をmethy
ょ容質の球水+定 jこ人きえ依存するが・、
持の黙殺性係会¥の毅ぷd刀のゑノ叉 lても
とが推没'1j手本る a
ノごルピソ ιdトによるペ門下 IPA fl) 可洛イとが、降
水結令の寄与を母、なの受 Itると考えるを 13> IJ:"、j乞の
説柄。、ら可族化策 jこ j話係するペーノレピツレプトの鉾水
牲の幹イ命にそれらの海豹/受を府いて、 ム引にの調俸
を殺討し夫前節の:JJ;多ぶ 'J~よ、掲助争J (1)球4く供と統
j自性を岡崎 j之ゑわずペアメーターを用いでベMおよ
(A" 1 PAの44との)埼係を救封ずる方法ぷ‘ぶつ夫首てけ
あると考え 6;flる。このノミラメーターとしど溺伎な
も内 iま、べ‘ノレピツレートの水換と迎 iて対する分配イ子、訟
で、あるが、パノレピツレートの浮餅友の伎の刻 j有を考
之ると、ペルピツレートのれんよ〆育成‘;多様に対ず
る}多角争夜の比を計算して用いるのぶ二ごて・I IS Jjf ~訟で、
ある。
??問時 j亡オ妥常与し
多少依存する
明 25圃
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?
?
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???，?
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???
?
?
??
??
???
200 
??????
? ?
???
??
? ?
? ?
50 
1 2 34 
log(Soly.___ /Soly.~~ ) 
~."，・ 0 同.
PLOTS OF寸GtOF AM AND IPA FROM WATをRTO ADDITIVE SOLUTION 
AGAINST SOLUBILITY RATIOS OF BARBITURATES IN WATER AND BENZENξ 
AT 30，0。
5 
Fig.17 
Symbols des1gn晶tethe additive identity. 
o • A純・Barb1turates; ..、 IPA~Barbiturates.
町 26叫
F i3'. 17 rご， Aド1阜、ぷ〆 !PAの A守:をベ Iレピツし{
トの 7}<毛、ぶ〆ぺン也:、ン i之対する j容解ノ支のどとの対髭
Adof(dorj・/sザ・)fこ付しでプロット L た翁去を示した。
l!lかる吋らかなどとくも両者の j訂にほぼ‘直線j河係 I.J¥'‘
存A し‘ベノレピツレートの水ゐ湾海与しにくく油に涼
待し予すいものほど可漆イと従の人さいこどが‘可月らふ
となフた。ぇ， Fid・ノオ におけるアコマームどが0.7)
の i瓦線小 6 のずれもこごて、の銘系小・6疎71く伎のぺラ
メーヌーとして i客約夜を用いたこ aとに対的すること
が堤併さ本る。 このベノレピツ L ートの可ぷィヒ能と物
項化学的佐賀 fとあ、ける相 j苅j河係の仔子えは、ベノレピ、、ゾ
し - l' 1こぶる AJ汁為、ょがけ八の苛務ゴとが、正案7KJ長令
の培、なつの寄少を皮けてえることを不 u乏していると
冴え 6;[lる。
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F i 9 • 18 v~rp 
R.ela，ti0凡 betweeV¥. A(涜斗 AH，1PAぃ ιApp仰例式ニ
トiol~r Voしは同吋 O-t仇γbルl-w..s与えさ0_00
;容決?の海賓のモノレ奈績が、え子賞の濃友に依存ずる
二ヒ t(~)式りがら明らかで、ある。
け_M.z _ 1.包!2. (c乙- dt>l (8) 
V 4.fP = d
o 
--. -ol.o -- c 
ご fれppIま、 25 賓の JL~ の毛ノレ本ぷ妻、 凡な浮うぞ
の会多受， Zば;多賀濃ス変(汐wtε/.t)、 c/_ 1)' ~μ-dojZ 
;与波と溶主主の%友をぜ;ftぞ・;{(A之わず。滅多乙 iこ依存 LAi)
ふい~~分モノL 容殺くす。) IS-， -依に (7)式て暗示さ J}( る…〉
VtA.pp = VD十ぷc~会 (J) 
S 1ぷ l.iJniルゅ sん7必と P子 I~" Alる乏のである。ベチ
ピツレ{トの呼分毛 1].， ~チ棋の渓11 j廷は、 ~ 1ftらの J安静
反 n¥、ィdむし h ため
関難 fあ 5こ
モから、 点節
iごあ、 ν= て t;!、
/、ごノレヒh ‘ゾし-
i、の持22えがも
α04 Mで、 d)/Jt 
.ttトの之ノレ〆多元東
をぷ'1;定 L ) そ
J(Lらに Aバち1
よ[)."1 P A の吟t
ヒの調会予を検
討した唱実攻
j為の詳知につ
いて l.;!‘実殺
のがて‘、~べる
が、 Hy1.eりる
」岡、 ご蛍ご ，~ ~んご L、のふ7 ~字 j、手ζ ー
試科の/%メ芝F
0 
5 、
-; 100 
u 
@ 
7 
? ?
?
9/t> 。.，
(.!) 
<J 
t 80 
60 
2P4 
/ro 
Syrnbols designate the additive identity(To.bkI入
o f AM-Barbituratesj • .'IPA-Barbiturates. 
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Fig.19 Planar area (A2/molcule) 
PLOT OF AGt OF AM AND IPA AGAINS了 ESTIMATEDPしANARAREA 
PER門OLECULEOF BARBITURATES AT 30.00 
るのて〉、ベノレピプレートの中 1 7、、コ口一久のろi ;;¥、舎支;各
解物のぞイL ょっ久きいこヒになる骨久、 了ttb I巴 1 Iミ
ホ L たベノレピヅムートの分子;f:JIJ:j乏がる毛明~ ;j、心こニけ
とく、 アH コワームのみぷ、 j包乙の tfd愛めパ、ノレと;‘ヅしー
トと格段命令 iて j多少葵なるとよろがある。 ニ4てら本会?
わミーて Fi(f・ 17 にあ、いて jまプ ::J 0 ー《タみが'乏縁
。、らはず 7/Lたのど、/まないかヒ足、ゐ氷る 9
一方、イιのペノレピ γ しート/亡為、ける直線J段の j子究
l手、 Cの乙丸.eA"S るの説明を用いるとよく認辞 5れる
。後らは 1 手面性を脅する分子今芸家オく活令形成五、
F i(f.ムo 1之ホすよう々 2打率な吃グルて.、ゑわした Q さ
の乙〆/L を j寄 L¥て会令の自 i均ふネ Jしぞ -Aえイ仁左ゑわ
すと CI D) 点しのご‘とくなる。
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闇 30聞
F i 9 • 20 THE FOR問ATIONOF HYDROPHOBIC BOND BEγWEEN PLANAR MOL芝CULES，A AND 31 
IN MEDIU問問.
The direction of view is inthe molecular planes. 
ニミて凶 SA ， S s は、海質分子 A ヒ Bの子面積を‘
長 (A"lご C尚久、 今:48、守二s (ま、 下付文きこで‘不した衣面
j閣の単位命頑当リの相3..作用の採f自由ムネ Jレでー
を参わず.0 <!o)式 i志‘整理して U/)ズヒなる。
ムGiぉ SS(GAS四 GMA四 GMB) ぐ1/)。1)式t本屯 〈今二s一年内A - ErQMB ) 一定て"あれば、会令
の A令。 iま、手面積の /1、ざい万の分子、のモ;i( {ご比例す
ることを不 ιている。 Fiff・If .{之£、げる i瓦線伎の存
森 jよ.パノムピツレート分子必ず、q-~A 6 去、与が'~川志向
7漫にえさな若し。ずない之ヒを J示唆しているようどあ 5
0 え.球水絡令の分子的措手ヒ Lで、 AI汁古品[，;，、¥
IfA分子ヒベeノレピ、ソしート分子手ぐてれらの平合 J誌を
ljする部分を公え jミ配旬グぜている状篤をこれ今内
純泉がる想えガネるのて，.l~ ない夕、と忠わえ(る。
第ク索 可港イヒ機j橋ヒ 7にの特果的佐賀の関係
パノレビ、、ゾしートロぶる Atペ五、よぴIPAも可;各γf仁今
同 31四
検株については、 A l'ぺおぶが IPAとべ、 1..ピツしート
分子の Z本水牲に起 i還した a これる液笈介子閣の珠7](
po令にふり久都小説明ぎれている。 ごのあま71く鈎令は
、水のす手呉的 J性質 i之よって 5J与えされるが、その材
異的性i賓と Lて{立、 71くの人きなゑ面表刀℃ノk1トチの
j若 p 水芳、符令刀 i亡ぶ勺で生じ、る格iJ之性 3V3孝之ら点る
。 sj 1.Q. 7li1'長弘 るは今〉持〉核絞め変 Jf生!こ!苅ター する Jネ水銘
令の勿号、検討し、 えと Lて;多様のゑ記法yクめ寄与
〈安芸乃 1学的/二 Id.エンタノレピーの対釆 )Jてよっでぷ字水
¥!a iトdぐ起ると活拾した。又.後ろは渉淀 1ヂピ‘の会令
及JG;にけする港支菜、初来を間後の 'j3乞に炎フて説 8月し
花。
♂方、珠y水κ 銘令の d材手完 lに之おお、いて允.~.駐z 的な投劉を iばま
たしたk'a.乱A..凶，
拠カ学を問用いて鮮治材rしげた N悌ω仏説均ヂ:，ScA必砂ナι勾ωq似必りがω る
iはま亀 奈生必，性滋賀のよわ，)てゆ /:I水ぷ緯i乏Jは手ピメ寄付す 3
ぐL-シトワヒ。ーの減少〉〆、 このぶうな j客質ろがチポ
会令すると、ぎの周屈の現剤投のある水介子<;'¥'減少
し、 乙ントロピーが増犬するため琢7J乙銘必トボメなると
~之た。又、 このほ小にも、 l¥ 1 0 tdきのほー球yド銘々
を:Lシトロピ -!hf)えによると考えているが、水手建造
との周係にフいで oe;μrザ& るとは、多千湾えガ iご
遊いがあ lj ， .5乙、 Hiμ4bNmA31J A長田 6/<1)ノ勿は L シ
タノレピ一刻来の者去を蛮祝してい蓄が、ぞれは、悲
媒の表面ゑ方 lて起 j召したものて"はなく浪令ム字 jレヰ
ーから生じ為ものである。
しか L なδぐらえ%J1すると球水銘イゲは、湾総の精進
性 lこ起}認した 2ニント口ピー初来小、又 iまゑ面元長女?の
寄与にふる工ンタノレピー初来のどち多ヂにみえ (Jえる
'C;考之 6J/(_る。
このぶう 1:味水絡令を J考察するにあたクニつの呉
ったすよ£が‘ど与をすることは、会令Jえ広、かいては可浮
イとの機、株 iて}詞しでかなう 3突った孝之を彰すことにな
る。
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マf~容化j緯 j之為、 jずるえにj受注の
波多jどその熱力学的務杵
』味水絡令にd?'./tる溶考菜、と滋賀の柑ム作用は、車 jく
るが子向にあ、げる凋!Lft1脅からのみずなく‘水の 3え体
鴻迭との l詔速に沿いて J守之られなければならな ρ 。
ごのごとはあにち;ts捕したミヒてwあるが、特 iてKえはま
悦仰九らにぶつで!生体為分チボ水浮浪ヂず安ーたした
形熊で、件記するためには、水の稔追えが玄宇な投釘を
系mたしていることが堤u還されて以木、バ〈排誌につい
ての仔吃 nfJえ母 5れている。
第l'iP
cluster 
之三で、は、 2泉
水待合にの j釘糸
~\ .~、現J'íi.. -紋
{~女げ入 iL (> J1l 
ているJirtvYtれ
しも1&11-均約の γl~cIear
切f 必ω仇祝~J>
についで将る説オ
る。
彼らの授受LI之
主れ iず fl~ ・ユi
i之示したふうに
オくは水素話ぞ?に
ふって。、なっ丹
羽支lj佐をもっjF
Fig.21 
SCHE伺ATICR定PRξSENTATIONOF THE MODEL OF LIQUID 
WATER， SHOWING HYDROGEN-BONDED CLUSTER AND UN申
BONDED MOLECULES 
国 33回
分一(cf"ω及川ヒ、不規兵IJな長湯左犠に近い構造の JF
今必ら域;1) 立っている。このじんω~ のん 命 jま抱く
J 0 _10 -- J 0-11 ~e <: ぷf乏であう、 ιネノレ突、ーの令汁
的な~ 6 ~，.によって生成消滅が行なわれているとが
たり(、こ坑ド〆〈政仇み乙?JJV手ばれるわくイ
ある。
このような 7f(s多様 i二偲必位仇イじふ物例えば、炭化
水索、/)'¥、入つて 2すくと Fヤ， 2よ/こえ二 l・たご‘と《その)i]
胤の水ク\ctω~ ミ形成するようになる( ;r_シトロ
ピーの減少〉。二の炭化水素手〈、£、ムいにj長i乙L接
Fig.22 
SCHE問ATICCROSS SECTION OF HYDROGEN叫 BONDEDWATER 
CLUSTERず NEARA HYDROCARBON SOLUTE門OLECLJLE，INDl四
CATING THE FORMATION OF A PARTIAしCAGEAROUND THE 
SOしUTE
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情 34醐
L た〉。
《刊 につけての銘来 iま了a.b 1ξ 立 iこ、 IPA について
I~ 了Q..b I ε1江口示した。
able II"THERMODYNAMlむ QUANTITIESFOR TRANSFER OF AMINOPYRINE 
FROM WATER TO 0.0与問 ADDITIVE SOLUγION 
Additive 由ムGt(ca1/mo1e) dH。t D. S~ 七
20。 300 400 (cal/mole) (e . u . ) 
1 •Ba rb i ta 1 38 49 52 150 0.7 
2.Metharbital 48 55 71 290 1 . 1 
3.Cyc:Jobaγbita1 63 71 78 160 0.8 
4.Hexobarむita 1 70 78 90 230 1 .0 
5.Phenobarbital 70 75 83 130 0.7 
6.Mephobarbita-l 89 93 1 1 240 1 . 1 
7.Bucolome 143 1 59 175 330 1 .6 
いム叫t~ゐ ÁStlγ寸ev-おもω\S~もγ1 AK fγ0>，¥ wぬんAb~C\むtい叉
ゃい十l古川，枕る0.0o 
Table III THERMODY.NAMIC QUANTITIξS FOR TRANSFER OF ISOPROPYしANTIPYRINE
FROMWAfER TO0.0QMADDiTiVE SOしUTION
Add 11; i ve 圃 dGt(cal/mo1e) ðH~ ßS~ t t 
200 300 400 (ca1/mo1e) ( e . U• )
1.Barbital 39 47 57 240 0.9 
2.制etharbital 58 60 69 50 0.4 
3.Cyclobaγbital 63 77 81 200 0.9 
4.Hexoむarbital 78 85 98 230 1 .0
5.Phenobabital 69 7 79 90 0.6 
6.開epho'barb i ta1 86 92 109 260 1 .2
7.Buco1ome 167 180 198 140 1 . 1 
A l-¥毛ぃ4ムs。Sふ主応同山hvLvO名b1b令0m・0吋ιr01工PAt同肌叫ぬん 1る
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第2節
間 36岬
会 令子減少するため久の方旬へは変化しないとだ;わ
似る fJこのような考え方のふ告ノ肢を以ポ安易会 Lた。
実、.授は、 《ド1-フェノベノレピターノレの糸を旬、、て行い
純泉を Fi手・よ3・i之ネ Lた。
250 
C1.I 
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E王、
噌
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Fig.23 Ethylene glycol， vol. % 
VARIATION OF THE STANDARD THERMODYNAMIC QUANTITIES 
WITH VOLUME PER CENT EτHYしENξGしYCOしWITHWAT正R
T6S~ ， 6H~ ， -6G~ refer to transfer of AM from wa~er and 
aqueous mixed $OW~~5 to 0.04M phenob~rbital solution at 30.0。
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て 各友受けているごとを示唆するもので、、ある。すなわ
ら、バノιピ・ツ Lートによる AMお‘ぷl/i" 1 P A丹可 ;45ィヒ
，.j、三れら j名実介手のう守、殺牲も本分〆会ム凶作柊得す
るi客喫介与ーの会令及ぶ三 l亡ぶ I}起ること〆f1Rらかとな
った。この会ふえぬ!ま‘え認がぶ珠 7Jく絡ふによるも
のであり、、怠責主て“ある水炉ら込質分、子がしめ立会され
ることにぶつ主主るボ、 てれがえくの符笑的な檎造社に
え 1~ 可ること i之、きさ力学的熱材から認められ尺 s し
かし与がら、可;ちィヒ能ヒベ fレピツレート令子の令子
本金ぴ、!之乎笥Jt主にO)}気保から j各主主の永of;ゑ刀の考?与
を無視するごと l~ 点本ないが、ペバ為、よ討、 IfA とべ
Jしピツしートの糸では、 それらの各ふはノトさいもの
と湾、われる。
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ピラゾロン/誘導本の本務祐助停泊と
ぞの被;樟
第32ゐ
?
??????????????????????
??
??????????
?
??????、???
? ?。?、?、???????????
?
????
?
? 、
?
????????????、??。
? ? 、?? ? ?? ?? ?
???
?，??
?
?
?? 、 、 ? ? ? 、
?
?
?
??
?
????
?
????
?? ?
?
、?，
?
、????????
??
?? ?
?
〈??，?????
?
???
?
??
?
??
????????、????????
??? 「 ?
?
????????っ
?
???
?
??????
?
，???
?
??
?
? ? ?
?
??? 。
?
????? ??
?
?
??????， ? ?????
?
ゅ ?
? 、 、 。
???
?
???
?????、???，????????????
?
?
? ?
???，????????????、
?? ??? ? 、
?
?、???
?
??，???
?
????
?
??????? ??
???? ? ? ?
?
? ， ょ
?
?、???????
?
?????????????
? ? 、 ?????? ??
?
??《????
アミノピリン!二対するピラゾ、ロン
拐、導体の海鱗補助作用
?，????
???
?? ?? ?? ?
?
? ? 、 、?????????????? ??
? ?
?
??〈??
? ?
?
???
??? ??
?
????
?
， ，
? ?
???
?
? 、 ?
-40-
ていない喝
このゴ舎に毛、いでほ、 了ならiε WI之ネ(たどラソ・‘ロン
誘導体よ殺を用い、込者キ友}叉3英:ょっ、 人同!こ対する
Table IV 
STRUCTURE AND IONIZATION CONSTANT OF ADDITIVE 
-dMede-yikzj 
Pyrazolone derives. n 
J〈 CM3
< 0rN一ー -N四 CH3
pl匂 1
1. Phenylbutazone 4.5 phenyl phenyl n幽 butyl
2. Phenopyraz.one 4.8 phenyl H pheny1 
3~ Oxyphenbutazone 4.7 phenyl p岬 hydroxy n圃butyl
phenyl 
4. Antipyrine 1.4 N 
' 
5. 4圃Aminoant:fpyrine 4.4 時日2
6. Aminopropy，lQn 8.7 NH同 CO圃?村田CH3
N(CH3)2 
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第之/脅 ;本鮮ぷ弟、助作 j有iて汁する液戒の形得
オな停 lてあ、いて、 ピァ〆ロン務手タ与のメ多身勾J;IJチア
がノFノムピプムー j、と呉なることが予想ぎれたが、で
のjを契をぷ媒として 7K-ヱチレシグ、ソコーノレjZ合;各#¥
を用いて検討 Lた。
;容媒のフに令有率/ま、ノぐノムビツしート内海解得、句作
活と努柊な j菊係を有していたが'、ピタソ。ロン25導体
にあ'いて、 いゲなるヰえ徒にあるが fさ喫木塚いことて
らつ=久、球fくめ淘乏作用が、}菊与しているゲと‘ぅ r
aチ母，)"'c.もなる<> f伊.μ 誌、 アェユノレアタソ‘ン
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事i潟 ヰ益鮮補助作 j羽の撚オ学的鮪点7
ピラゾロン誘導体iてよる入門め可洛ィとが、木鴻迭
と、パノレピ V しート数似の}詔イふを唱するかを、 こ点
Tabl e V THERMODYNAMIC ，QUANTITI正SFOR TRANSFεR OF AMINOPYRIN忘
FRO門 WATERTO O.04M ADDITIVE SOLUTION 
Additive -IlGt (cal/mole) llH? ðS~ t t 
200 300 400 (cal/mo1e) (e . u . ) 
1. Pheny1 butazone 82 100 1 06 260 1 . 2 
2.Phenopyrazone 64 75 82 190 0.9 
3.0xyphenbutazone 70 81 99 360 1 . 5 
4.Antipyrine 25 28 33 100 。。ヰ
5.4輔 Aminoantipyrine 22 24 . 33 150 0.6 
6.Aminopropylon 13 1 7 24 150 0.6 
A.Ht o..mâ..ム$~叫~r ~-:b同MS千ιγ 吋 AH -fr 0")\'\ ω諒ん~ o...r)..え~~
~Oμ制約しはき 0 ‘ 0 0
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u … 'POL T OF dG t OFAM AGAI NST EST 1 MATED PしANARAREA PER MOしECULE
PYRAZOLONE DERIVAτIVES AT 30.00 
The dotted line show~ the system of AM and IPA with barbiturates 
at 30.0 0 • 
Symbols designate the “ditive 1dentity(三似 To.b¥ι1γ). 
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j多幣材財者，¥の分¥子殺と
;ふ:鮮鴻均作用乙の関係
努:'，3都
ピタソ、 Q ン訪導体のフちブエユノレアアグン?ぷ宍
シブ ι ン70Yソ";J) プエノピラゾン jま竣性化砂場て¥
催奇 3A金 l~ 説法院ト、し It r宇佐の化令物て、ある。
了'a.fbJeWIご不 Lたこ水らの pKa. かるも H月るかなご、
iとι-jゑ餅友文竣守ご (α/バ-IVし C(}3 ) PH /メ0)ゼ、 f芸、
言;jJ替はイオン弘‘級殺ば令子 3えとして ~~ri すしこ
の政投公よグ議悲位ならがに介子弘，イ汗ン翌め
いがら、 "diJ.与ィと能 iこる、ける乏のえじる可能 J止が‘れる
ため、この Jえにフいて放討をかえた。
ーピラゾ U シ誘
導体を決伎の変
化によっ 4トチ翌L
イイン笠Liこ吃~(
ぞ水jとえて
在行うのがを
しいが、どのよ
?なこと /314史
浮島幸物て、みる人
バ勺分子種の，美
化も伴うことと
な 4)実按釣/ご部
て.ある 9 そのた
ぞ、 安ノ息合夜
導体を用いて訂
漆化館と JZ静
β汐奇1の話交ノ佐、 主え
嘉悦毛、よ〆分子
縫の関係につ L、
Fig.28 
STRUCTURE OF BENZOIC ACID DERIVATIV芝S
p 蜘 Hyroxyben~oic a~id 
Ho~-too 
てま〉
H2N-@_:'C∞ 
H2N 一円5
てj写本した。
飼い士安息合後誘導体3殺を F/;r・ぇ(J Iご示した q
政注議与をでれぞれよZL;迄ならがに rf1i.lミ還さ教主て、
]() 
車〉
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そ点らの可;装化たを比紋 Lたボ、 dん〆/3-aMu-
ゐ匂<!MU.ゑ rS;.容物反¥が;者しく'乱く、 。、oJM務J乏を調裂
すダことが潟ネ珍いため、二点る安息を較務喜主体を
渇いた洛斜友支較にぢいてはム引を計算 Lなかっ L
，li} ・ぇiI之?怠務ノ玄変.殺の持来を太 Lたが、 i記かう明
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Concn. of additive (持xl02)
SOしりBILITYDIAGRAM OF AM IN THE PR正SENCまOF BEZOIC 
ACID DERIVATIVES IN WATER AT 30.00 
0・p岬 hydroxybenzoicacid ;.， P醐 aminobezoicacid ; 
e， ethy1醐 p輔 aminobenzoate.
らずなどヒく i ごのズ喰殺汁下(fH 11) I之今いで;ま‘
!γr! 0可基) COo け惑ーがともにイ才シ宝~ ("'、あれ
亙!了、は ωoH基勾み/)，，"イゴン型とむリ、一方瓦/二品、
いて 1%分子史としで待立する。そ Lてこイ(ろのぷ勺
劫-助努'1の行法グヒ能 i立、 lく瓦く瓦 今岐になクイ f:;ン
翌L~ リもみチ型Lの才 dピ可薄化能不、滋い。
しtJ'しピラプ、 U ンます等体!こる、いてはイオン型ぜ仔
在す 5すが浮務局、助作用がλ3いので、 これら 9
采を令bせれば〈門 η可漆ずとiくいで渉持褐弱刻のふテ
系金のノを/ま、
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τHERMOGRAMS OF ANTIPYRINE AND ISOPROPYしANTIPYRINξBYDSC 
Temperature 
Diagonal shading，邸宅
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VI Table 
APPARENT MOしARVOしUMES，HEATS OF FUSION AND SOLUBILITY PARAMεT芝RS
副監器誌揺揺盤面謡錨器
o*(cm1/2ca，-3/2) OF PYRAZOLONE DξRIVATIVES 6H (1くca1/mole)V世(m1/mole)mp 
9.5 7.23 160 1120 Antipyrine 
9.5 
9.5 
6.16 170 1090 4岬 Aminoantipyrine
2.81 274 1050 Pheny1butazone 
官 Thesevalues were determined at 25.0
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VII SOLUBILITY DATA AT 25.00 Table 
問。1efraction 
Found 
Solvent むompound
Calcd. 
o . 1110.0436 Benzene Antipyrine 
?
???? ?????• ?? ?0.105 Water 
0.139 0.0272 Benzene 4申 Aminoantipyrine
? ? ???
? ???、? ????「 ?っ?0.0656 Water 
0.35ヲ0.122 Benzene Phenylbutazone 
? ， ，
?????
?
???? ???
? ， ，? ?『? ??? ?????Water 
? ?
?
?
ず、え‘ J多賀向!こ£、いてもその文法qイ主 j之、あまりえ
さなゑI-J.存在しなずった o _，，-労、 71くーにおいては、 ア
ンチピリンヒ十アミノア斗チピリンで、その文科佐
と理論径 iご若しい組連ZAだ誌められたが、フ手チルブ'
タゾン r')1ま岳711設の伎は L~ 1ずー笈 Lていた。又、一方
アン1-ピリゾヒフ L ユノレプクゾ、ンの支漫1J伎の}司 j二も
えさなえの 4与をするこ℃が前らかとなった。
二;ft_らの ið~ ぶつ、ピヲゾロシ誘導体のぺシイン
における持矯浮旬 1:、ミ後の渋L鈎持、弱者i)で久さな
いが、な L、が、 7Jくにおいては、アシナピリシふ、よ dq『
アミノアンチピリ Y ヒアエニみノレプ、Yソ山ンヒ o1訊に
しい突しめふるこ之が明らかとなうた s 矛玄論低下お
る凋迄ょうも、突奨)イ主 j二台昨る人さな精道i之、
では汚J迄しない終予〔と港株の特殊な組刻字泊ぶ、ア
ンチピリン、並がおメ4 アミノアンデピリンとえくーとの
}苅 i二倍いていることをネ没するも吟と忠われる。
丹羽 .!L作用!こぶ 1)アンナピつン諮導体誌、え仁氏対
る親和ノ注がフェユノレプアゾシ fこぱ較して 2脅しくあくそ
れが可惑うヒ民と肉告示しているこ乙ボ/fr~0) 銘系ょう推湧1) さえしたも
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PLOTS OF 山 AGtOF AM FROM WATER TO ADDITIVξSOLUTION AGAINST 
SOLUBIしITYOF PYRAZOしONEDERIVAγIVES 1尚 WATERAT 30.00 
Symbol~ des1gnate the add1tive ident1ty( $ce ioふkW)_
国か 6官庁 60¥なご、とく、直線的な j均体 li仔ふ l い
〆、正本堤佐治γィιぃ、すなわうJZ終夜がtjるいプン申ど
うシ誘導体 1: (崎ナ 1¥)0 斗、仁 6)可;多イ仁従が/1¥
ボ， 1.来71くノ佐のめいプ L ニノレプ、Yゾンヰギの厳 J洋医
1;) )可浮ft従が、久さい乙℃が読められたむこ今必
ょっ、 可法イヒ能のゑiま‘ こAしら溶新神‘J}宥lJη 水/こ
するみ色ddJほの廷しい遠い i之匙i詩す 3 ことが羽らゲと
なフた。
もラーつの/ぞラメーターであるピラゾロン務導体
の水おふがべ γ ピン i二討する浮栴友勺比と可浄化廷
の j苅体き fi!l. 3~ Iご示したっ
手[キィヒ諸色唱との将j翼民糸 i手、/ごルピツ L-トd)
ヒl-;iJじえペラメ~タ~とにて7J乙パ対する}怒、
い手会34入ぶパ、 ごのふ幹事二内比￡用い~ 1ぷ'
なに与え、こ勺結果小らも可率化誌に為、ける差二j冬、
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PしOTOF Ll G~ OF AM FROM WATER TO ADDITIVE SむしUTIONAGAINST 
SOしUBIしITYRATIOS OF PYRAZOLONE DERIVATIVES 1到 WATERAND 
BENZENE AT 30.0。
Symbo15 de~i~Aate the addit1ve identity( 誌と T仏b~TV). 
Fig.33 
ふれらピラゾロン説、専体の砕氷)~主のゑ、特 jこ yに{ご文す
する援活d牲/こ3脅しい利五をづくあったことぶ少女じたご
ヒが Ð~ らかと念つた。
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γhese values weγe determined by conductometry. 
のゑJから 8fJらかなごヒく S D S 合ぷ t{DTA ち
るミ包ノレ的成 i立、アンチピラン並が 1'( 斗ーアミノ
アシチピリンの添加 i丈ぷう段止される。これる忘お
や'J I之よる託手紙の誘吃キの良ィヒ j冬、集者にノI¥.さいこと
孟リミ弘 jレの不安定化成、海犬菜、であるがのえ主主 Jf支が、
低下 Lたことによると忠わ点る。 このことは、 7 ン
チモリンお羊が年{アミノアふナピリンポ7/く構造を
ぽ援するぷゑ猿似の作用初制例主するニヒ五ホヲ多し
丈む 1) ‘その性演が味水鈴なを J~ めるため、こ kA
準税減助長I}の可漆イ仁淀 i率、小さえなると汚之らよJLi
などなら、キ鱗補助作鳴に討する珠氷結令今野五一ぷ
yドネ建造を成長まする作的内ために喝対句に偽下す;や
b である必
、
??
のバサ毒乏に立すす5ソンブネニ 1レブヲ第之節
フェ Z ノ十プタゾ‘ンの 71く鴻速に対す 5終審 jま δ 
色汚い二な鮮度三去にぶつ授、討したお fift . 3 b J二よ D
今必才ロ/てよるアエ品ノムブグゾ、止の漆為/支の交?と
? 、
?
?
?
SDSO) C 
之がsAらか
???
ぶ
?
?
???
?
たが、 ア工エノレプタヅ‘ン夫仔/之
C fJ.、 7kの場令 i之比較しどイるくな
なった。
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F i 9 .36 Concn・ofSOS (汽xl03)
EFFECT OF SDS ON SOLUBILITY OF PHENYLBUTAZONξIN WATER AT 25.0。
~. CMC of SOS alone in water at 25.0 0 • 
?
このごと J~ 、 アエニノムプタゾ・ンの仔往
2肢が根付することを急成(ておっ、ア
反対。作用を有することが戸1B.与した。
ピラソいロン誘導体の J5務劫、助作所不、抹水誇合今、議?
J-を手ぞけることは、 ニ求まで、に毛指務 L て 3恵子小、
アシナピ 1) ン誘導体!こゐ、いては同時 iご孫本語竺ミ
めるイデ羽左モ脅しており、そのお系として汗疹イど
がノ]， ~く与る〆、 ブム品ル 7"タゾン/こみいては、
水銘令を弱める幼きぷ失存しないため吃の分どりア
ンチピソン誘導体 jて比較して巧洛ずと従が、久さえなる
と考えら点る
と./ 
1) 7}く
ナピリ
l之よ
ン
。
??? ?
ピラゾロゾ誘導俸の浴鉾始、助機株
}亡肉する忍浜
A門の水 IC.対する;容静及は、ピラゾ‘ U シfオ等停の
英子守 j之 ι')埠却する。 この洛鉾/支点おの完象 i立、ピ
ヌソ.Uン誘導体の渉解始、期作用によ否ものていあるぶ¥
この溶緯緒、助作用 iよ、可格化綻が'i手咲のオく合育キの
必下とと毛にノトごくなること訟に V72多ィC免泉の梨ァケ
字的所祈 jごぶリ点字水活令の寄与/こぶる'ものど、あるご
と dぐ í1~ ら点、となった。 しかもをの然水命令j之、ノぐル
ピツレートの場令ヒ j可じく /JIc今様淀怯 j之鬼伝jずるご
とも 4Stの 1;!~、 6 おめる水た。
久、ピラゾ U ン誘導体のす浮グヒ粍と採水位の
メーターどこれら劫‘助制のノド S ぶ以・べ‘ンイン jこ対す
る漆鉾メ互の比〉の肉1:f二かる、アンチピリン誘等ふの
可疹イじ能の fl&~ Iしみて五(らの 7}く jて対するあい親和位
l之乏乙 j却するこヒが判明 Lた。
さらにどアゾロン鈴導体ヒ Jk排患との蔚係を
5b岐赤1'を JfIいて投討した滋来、アンチ ι3リ〆ノエうが
i二1-.-ァミノアンチピリン i玄米の砕乏 Jf乏を偽下ミぜ
るが、 プ L ムノレ 7"J /'・ン 1;t葬送位を会74uさ t~こと
が• aRら必となっ々。
与くよの‘fd系ょっ、ピラソ、口ン扮導体{こぶる A f1今
可浮イヒ lままーに L て成水銘/令/コよ~ ;.各賞分子の会令/て
よって点~ ~ ;jぐ、う多賀会¥子〆£求水道トと水/之対して j兵1) 
穀如性を示す得、子凶を伺 3寺lこ守する場令、どの
J肢のために線水 26 令の~~ i j 、吃の鈎系可;手ィと月j三グγ
ィろ?ですることが a月b/J'ヒ C った。
難;ぷ位互薬んの可本化にゐ、いては、シ等質分壬:訂 iこ
相丘作用ポヴがない場合、溶解手席、身射の;*71くノj古
要な勿 3 をす否が'、 をdしと j訂狩 iごづトチ内の貌 71，二
q ztft能と窓会誌な j苅僚を守するため》ヌ泥水本の
迭に対する京)~事 iこフいでナ介 CJi うさきがう必乏が、
ると足、われるー
弟S輩
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E ノぐノレピツレート i之ぷる A付る、ぶが IPAの
可溶fと
A ペおぶ乙~\'1 P A 1去、 j鳴いたノミノレピツレートによリ
可法化さ水る。ベノムピツムートの可漆化能{立、比
して‘法成を水か 1;J有税務文京~ 1二皮ネると /1，~えなゴ
又‘ベ 4 ピツレートめる求不位とよい相向調すたをか L
た。
よ《ことふヅベノレピ yしートめよ答弊掃助作用 i立、
71くにおける〈付およが工PAとベノムピツしート分子り
疎水1絡会トによ ο起ることが、I3J1らかとなった。 Jえ，
ぷイ'tTA jf(の禁tJ学的解ダfょっ球水25多令l立、水今
なJ建造'fi.l二ょっ主としてえとるこヒが、判胡 Lた。
又，ベノムピツムート分子的子治牲とそ水るの可ゑ
イと能との持]~:: 直線均係〆認めら点、語家水活ゐトにお ρ
て、介テのヂ血件が重要で、あることが明らゲと立っ
た。
? ? ??
直 ピラゾロン誘導による AMの可溶イ仁
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った。
しかしながらベノレピyレートの均令ヒゑなっ手自
J怯と 67;おと能との)笥に持界J]な}認依同絡めら京なかっ
f二。
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完 投の仔
第 1錆失、検のる子
(r) アミノピリシ b ぶがイソ 70ロιJノレアンナ
ピリンの本鮮メ支の没jえ
(1 ) 試斜
《パぢょが IPA I求、す7肢のめ万ゐを使用した。こ
Fれらをベンぜンから科殺して、乏の?ゑ解友在、多1方
Jちと比薮〔たボ呪イもええは誌めらがなかったら
臼) 2洛桝メえの渓'1;芝
(i) 71く二
之 rß 懇話~ Lた yに為、よる)" 0、之同 -Na. H 亡 O~ ).怠没 10吠乙マ
iニ〈刈ち、ょが IPAをーえを入点、決jえ立夜土o、/。の
ノ}乏;量殺すにで殺しく之0--24t-訴ず j司j辰うをし漆鈎よ子
主 Lた後、 .tjを次をメンプラン zr/1-クーくゲートう
ウス私家〉 引 S-A )て・汐過し A件、 IPAを来愛した。
<i) 育機、本会本
??? ??、
? ?
????
??
?? ??、
?
?
???
?? ???
?
??
、
?
?
? ? ?
?
? 、?
ょ??
?????
? ? ?
?
?
? 、
? ???????
?
??
??
??
?? ??
?
??
くわ jさ愛法
?? ?
( i ) 71く
試約 ;5J免責逝伍妥、j留7にて、台衣し‘議終段f皆の今 w
を《トイ jま αIt{-トiじ乙 ネ波) 1 P lJ r H !)，0 ;ケエン致冷
ぷえを用いて符 v¥ モホぞ.jft特長の波及く jfANノ 216
ムmj IPA，2bS}1.抗〉パ会け 5吸え乏を災1)えし、
ら功、じめ作戒したえ交営紙よ 1) 法衣を'"翠~した。
<j j ) 寄機、;客鉄
汐品した従が i字決の1:授を押え後 s-o"'-臼。 イ名、よ
そミ。局指終し J鴻乏濯去マぜた後斥;Ji_1t盈を刻
えしー 3手持/交をベ乙ノレ分、李 J二ぶうみわ L た。
(3) ~え検銘来
ょえのようにして刻犬(た弘氏を了et.t}e1 ¥二不し
た。
Table 1 Solubili七yof Aminopyrine and 
Isopropylaηtipyrine 
I-n water 
Temp. 
AM IPA 
u n n つM_ t，l会計CO H20 
0.2科目N長HCO
3 
5.30 2.74xlO I 2.20xlO-
1 1 . 1 6x1 0 -2 9.48xlO 
10. 0 2.60 2.08 1 . 1 3 9 . 1 6 
1 5 . 0 2.41 1 .94 1 . 1 2 9.26 
20.0 2 •31 1‘87 1 .13 9.52 
~25.0 2.30 1 .84 1 .17 9.74 
30.0 2.31 1 .84 1 .25 1.03xlO-
2 
35.0 1 .33 1 .09 
37.0 2.38 1 .94 
45.0 2.65 2005 1 .41 * 1 .20大
50.0 3 .10 2.31 
* Temperature 量 40.0 0 •
Concentration of AM and IPA，mo1e/lit色r• 
? ?? ?
(ii) In organic solvent 
Temp. AM IPA 
Benzene DCE Benzene DCE 
5.00 5.92X10-2 1.41xlO四1 8.70xlO-~ 1.75xlO四]
10.0 6.68 1 .59 1.04xlO-1 1 .88 
15.0 7.86 1 .69 1 .05 2.05 
20.0 9 . 14 1 .88 1 . 1 2 2.16 
25.0 1.03xlO四1 2.12 1 . 1 7 2.38 
30.0 1 .29 2 . 1 7 1 .23 2.55 
Units，mole fraction. 
(立) 本筋道子乏の然/11学的鉾;fl
Aド1る、ょが rPAのイくに村ずる法待遇設の撚カ学的
解併える};;t、 32、論の弁 E 務 JI織において巡べたのて‘¥
ごこて"は省持令ずる。 こごてt I手、 ムふ。る をす73与する時
必与とされる取締撚(4 Hf)語、よ v(4S J.I1の 2fJ年ど列
車とさJ{tるA月去よ釘 IrJ¥の毛ノム各設の別えよゑ志木
す。え、 4.SM l 43Fノ名、ょが、ゲ内計:i-銘3去をよした。
(1 ) 厳解撚の洲え
反民解終の刻え lj、涯学吃/故窓乏動裂を叉ぷ手ぐRi3ιh
DSC CN.. ~O付〉を用いて fすった。妻美愛刻えの禄
がし宗十として r1 (友金及?夕、?タデデ%〉を閉山てムげを
正 L宅。街ィ更に AM吟ょが)I PAのどーク萄積と 1支の
ピー Y選3認を比重えしそ J/(ぞれのグトチを!之っさ計し
た結果を J孔ヤに示した。
Hea七 ofFusion (ムHF)
AM 6430 ca工/mole
工PA 5960 cal/mole 
?
?
? ?
乙之y 毛ノレ怒教へ渓I}え
才、匹、トIvne. ~弘元7">.去に炎いぐのえく線、j前九部記載〉
を用いてλ川名、ょが IPAの毛 jレ怠換を計3与した。まえ
対淳及の努f乏の測定!手、ゥード、ン久氏乏ピン左前い
て ~r った。
従示。試持法成の入つた比変どンを 2too土o、3fz
但遁栂中 i之没し、試科が'温度手袋f'こ三塁 Lた役、民笠
ピンを取っ窃し‘室温て.， t、守時刻放置後ぞ jしろの
愛をずートリウス包ミミクロ久符てお!えした。計
殺系を以下 i之武 Lた。
Apparen七 Mo1a1Vo1ume 
AM 201 m1jmo1e 
工PA 217 m工jmo1e
(3) 4Sf ~、ょが、 N の計算
;容餅友の j長友友化ょっ A 付 S()~ を計算し、誘惑島都を
材、正した後、 4. S s"f を計算した。 え LASM 2(04 
ふう求め、さらに ASf;必ょがばを計等した 9dS采を
Ta.T ) e. 1L I~ ネした。
? ?? ?
Table 工 En七ropyof 80工u七ion，Mixing and Freezing 
in O. 2M-NaHC03 
(i) IPA 
Temp. sSso1 ムSM i1Sf N 
(e.u. ) ( e • u . ) ( e • u • ) 
2800 四 17.8 11 . 7 四 29.5 5.6 
285 幽 12.8 四 24.5 4.7 
290 同 11 . 1 間 22.8 4.3 
295 1ー1 . 9 四 23.6 4.5 
300 帥 8.4 -20.1 3.8 
305 剛 7.8 問 19 . 5 3.7 
310 酬 3.6 脚 15 .3 2.9 
( i )AM. 
2800 明 25.0 6.5 叩 31. 5 6.0 
285 開 20.9 国 27.4 5.2 
290 聞 19.9 四 26.4 5.0 
295 聞 17 . 9 間 24.4 4.6 
300 四 17 .3 国 23.8 4.5 
305 山 13. 2 自 19.7 3.7 
315 四 11. 2 問 17 . 7 3.4 
320 回 7.8 -'8.3 1 • 6 
。
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0 、/ 戸バ1-N仏/んμa..竜え勺.
ピツし一汁!、の 0、0/--O，{)タペの;かえを調設し乙の怠〉え
之om.1'fに AH又は lPAの./定イ設定入手、 ぷ〆 J3309
40f土 0，/。の恒混ヌi吋脅す!土法し、 之0--二乙タ時期採予選L
すし洛〉えが洛鮪平街にま乞 Lた像、 jニ法決をメンブリ
ラシアィルターで汐返Lし A付又iまIPA支え宣した 9
ぐわ 定量えと
(i ) アミノピゾン
A川 ηえをi立、 己トocLi色る的の方法 j之準じてぷ?った。
すなわち、試料おJえをア Jし才づ牲とし、ムパをジウ
ロ JレLタン j亡率乙Jをする。 ついぜ 守教パをだりを系j)
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? ? ??
?
????? ?
?
?
? ?? ?
? 。??? ?? ????
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??? 」?
? ?
?????? ?? 、? ??????
?
? 、?
? ?
イソプロピノしアンナピリン( 1 ) 
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?????
? ?
?
、????
?ぃ?
? ?? ?。?????????
? ?
?
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、
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?
?
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，??????? ????????
???
ベルピツしー十の可之容イと能の言f穿<4> 
ベノレピツしートの可率化策ヒして<4Gftd:く7)えを昂
い Wa.IY¥j6 0-0計等段、を 4支部 L、最小ニ来ええ iこ与う弐
1)'注ぴ、 IfA内幸ゑおお、ょが、段。字 i寸 /ぐノレピツしートえ手
;えでのヰ説夜をポめ ~;l手 L た令三ち菜を以下 Ta. h1 e五
!こネ Lた唱単位はいず点主 cct1_j，押色。ムゼ.ある。
トの物理化学的Jは笈勺渓I}ベノレビツし一〔江)
トのよiL静ノえベノレピツレー(1) 
支験法、 ， ?，?、
~ι 為、ぶ〆ぺンゼン!こタせするベ Fレピツしートの浮
友向浸1文法誌、 J支験の涛第l為な)向!之不した。
えを為<j) 
。? ?? ??
?〈
?
? ?
? ????，?
?
，???
???
っ?
、????
????????????
????
???
?
??
?? 、
???
??
???
、
?
????
自 71-
Tab1e 111 ムGtof A問 and IPA 
(i) AM in water 
Barbiturate 
7己mperature
200 300 400 
Barbital 36 . 1 48.7 50.5 
40 . 1 48.6 52.2 
52.0 
間etharbita1 44.6 52.6 67.9 
51 .5 56.5 73.8 
Cyc1obarbita1 62. 1 59.6 69.9 
63 . 1 81 .9 85.4 
Hexobarbita1 69.7 77.3 83.3 
69.6 77.7 96.6 
77.9 
Phenobarbita1 69.5 71 . 7 81 .4 
69.5 77.5 97.1 
Mephobarbita1 89. 1 92.6 105.2 
88‘。 93.0 11 6 . 7 
90.3 
Buco1ome 135.2 1 57 .2 1 71 . 1 
1 51 • 2 1 61• 5 179.7 
(ii) IPA in water 
Bar. 42.4 46.2 53.1 
34.9 54.6 61.5 
39.0 
Meth. 57.6 65.0 60.3 
60.2 59.2 62.9 
60.4 55.1 
Cyc1o. 62.8 70.3 69.5 
52.9 77.3 93.0 
81.3 
Hexo. 77.4 84，.4 98.3 
78.0 84.7 
Pheno. 59.3 71.4 74.2 
82.4 81‘9 88.1 
72.8 76.0 
59.8 
Mepho. 86.0 87.5 101.0 
91.0 116.9 
97.9 
BCP 168.7 182.2 190.6 
165.4 178.2 204.る
194.8 
200.3 
? ??
?
(iii) AM and IPA in 26.S%t叩 BuOHin n-heptane at.30.0o 
Barbiturate AM IPA 
Bar. 14.6 25.1 
17.3 33.3 
Meth. 37.7 17.3 
32.2 32.1 
Cyc1o. 24.8 3.8 
36.7 14.5 
Pheno. 4.3 28.1 
18.3 22.4 
BCP 24.8 22.9 
38.1 20.9 
(iv) AM and工PAin Aqueous Mixed Solven七 a七 30.0。
E七hy1eneG1yco1 AM エPA
(vo1.%) pheno BCP pheno BCP 
。 74.6 工59.4 76.7 エ76.4
25 65.7 102.6 68.0 エ50.3
50 31.5 82.3 59.9 エ39.2
76.8 31.7 エ00.6
75 23.2 54.8 34.3 73.9 
Dioxane(vo1.宅) AM-pheno 工PA-pheno
。 74.6 76.7 
2 65.9 70.~ 
66.5 70.4 
工0 55.7 60.1 
62.6 
20 42.8 54.5 
42.5 47.3 
一73叩
?
?。??? ? ???? ???〉?????? ? あら功、じめ作成 Lたj女愛然ぶ
支験の坪第 i締(1J (3) Iご万三(た
ノ不 グ'J アノ以リ?各え 測定波長
Oxy Series 0.5N-NaOH 255 nm 
N時 Me七hy1Series p託工工 245 nm 
Carbona七ebuffer (O.lN) 
(i j) 史験結系
ベノレビツレートの湾統夜刻えの潟来を Tetble.w I亡
ネ L t之島
Tab1e工V Solubi1i七Y of Baどbitura七esa七 30.00
Baどbi七ura七e Mole frac七ionsoly. 
0.lN-HC1 Benzene 
Barbi七a1
-4 5.10X工047.48x工O
Metharbi七a1 2.08 8.工6x工0-3
Cyc10barbi七a工 1.59 工.78
日exobarbi七a1 2.85x工0-5 7.2工
Phenobarbi七a1 1.工5x工0-4 6.03X工0-4
M日phobarbi七a1 7.57X工06 1.2工×工0-3
Buco1ome 6.82 エ.30Xエal
? ??
?
〈み そ乙ノレ与授の契1え
(i) 〆完¥子与の渓1え
。‘/門鴫陥.zCO~ 湾攻をmいま及。。 てご、 α04門ベ、ノレ
ピプレート浮j交の怒λ乏を淀lJえした。詳J>fJJ手交殺の坪
茅 l諭[1I)向!之 jにした。 設号とを TCl.T Iと γi之木した。
く3) 半面積の刻え
Bucえ のドライデイング iL体分子模型左使用し/ぐ
Iレピツレート令子色紙えてる。でえしを堂宇 i之ゑで‘ウ
リ下 1ft真よぷリランプずJ手/こ投影する。そ今景?のあ
殺を 7{)ラニメーターぐオー/ぐヴタし y キ方頭公〉を
用いて渓1Jえし、、翁ノζ 乏かけて/分子当 jの平命議)域
主3手応 Lた。設系を Tablεγi之不 Lた e
Table V 
APPARENT MOLAR VOしむMESAND ESTIMATED PLANAR AREA OF BARBITURATES 
va) planar areab) p. 
1. Barbital 155.8 40.8 
2. Metharbital 177.4 44.9 
3. Cyclobarbita1 198.0 48 . 1 
4. Hexobarbital 195.0 52.4 
5. Phenobarbital 189.0 50.7 
6. Mephobarbita1 207.0 56.4 
7. Buむolome 239.2 79.2 
a) These values were determined at 30.0 0 • 
b)lin i t-A2/m.01ecu1e. 
?
?
??
7ぞノピクンおぶ [A'ノぐノvピヅしート φ
:京外i銀スマク J..../tの刻え
(瓦)
匂塩化炭柔にドータイトノレミナゾーノL ・1cええ薬
) lr.おけるペパ F プ‘コロ -L¥ b'ょが Aバヒプコヮー
ム命洗令妥寄りホタトスぺクトルを活折格子赤外令ええ
友利く百本分史1])ペs-7 0 1 ~ト翌〉を用いて讃うえし
た。本多重の介検従 i主、イけどI は内で波数持費~Jt主t:. 
t:l. L c l'γt.-/ ぜある。
〈門とプコロームの詞塩化及柔キてψ のJj<.煮詰令i二
ぷるプコ U ームの N付の仲議採働の変化を調べるた
め料えは ;3/00- ょ;?OOC7n..-/ の}前で符った o
A門毛、主ぴプコ口一ム、の波及 i立、 そ札ぞれ o‘17門F
()， O手パゼふり、 こえt，立、溶鱗反事く険i二おける濃友
に i立か〈ごぜたものである。
漫1史包ル i立、。、 1m.仇の毛のを前いた。
室温i主、 之之、00 であった。
まち釆 i字、 ま思議詰め幹事之，鵠茅 2
に示した。
}I'J定特の
第 i節(Fi注・
-76-
(w}溶解友茨般の終オ学的鱗片
( 1 ) 水 i之志、 rf~可 j54じ現象令綿布{
j広務ノ芝支局長を之tJO ) .3 011) タグイ、行い lA査のベ JLピ
ツしート i之興する A "1も、よ以、rAのム札をJ_;tす 5
〈認、輸の部、参照)0 
AQ;品一尺了乙れ (ψ"y，./W)， (.の
λ、 ム行;たよが 4StI立、 今ib叫札; b'的内方法 i之炎
ワて吠下!てふ更ように ~tl した。
すなわち 4H;は、さき対&烹のLを歎{之文守するんFく
Nl/ tVi/以ノ〉の崎重ゑのス匂-70 6'ら求め 5〆計:尋 i立、
(/~ )式き j有いた。
4.H二:::. -之、ミ03え丈4ゐ手げi/4ゲI，/心/ct(ヅで)) (/弘〉
又 AS;ば (IS)えを j持 l¥ ("計草した。
LL~ ・ 4H~_A Gt で_ ¥. .JC:ーυ t 
ア
(/グ〉
4H; の升 .J l亡る、いて I! 刀~. J tて Zにすよう/之寄仏と
な 5えの主ある Yをめ、 .20 - 30
0
と 20-roo/二為、 fナる
AH;をそ点ぞ水隼彰 L‘ぞ本らの将}IrJ子均を 3c/~ (二
あ、 'tる AHtとした。
ぐ之〉 水町 L チレングリコーノレ込合J多様に
も、ける可?約七現象の鮮材
ぶ与え菜を 71ω、ら水-;:_ナレングヅコーノレ淀令浮会長 Jこ
及之で可浮イとと J忍燥の表面ゑ今宛王子¥を校討したも今
で為る&ふチムンy クコーふさ‘ょが7κ のゑ釘及17/23
T~b le. vr Iご;T¥lた。
え， 59来き Ta_b Ie 初了/之~した。
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Tab1e V工 55) 81ユどfaceTension 
Temp . Y 
E七hy1eneg工yco工 200 46.49 
Wa七eど 200 72.58 
300 71.03 
400 69.42 
Tab1e V工工 Thermodynamic Parame七eどs for AM-Pheno. 
E七hy工eneglyco1 :-" L\ G~ (?~工/mo1e) ム託。 γム52
vo1.も 200 ~ 300 400 (c~17mo1e) 〈は)/l'Y¥ole)
。 70 75 83 エ30 210 
25 57 66 69 エ30 200 
50 38 45 47 工 O エ50
75 33 24 40 80 工00
6 
~5 
'.・
z: 、
"幽.
z: 
?
?
?
?
??
3 
2 
-----------0 AM岬 Cycl
--------0 AM-M 
----0 1 PA -B 
1eth. 
400 
+ 
300 
+ 
200 
+ 
3.2 3.3 3.4 
1/Tx103 
Fig.1 
SOLUBIL1TY OF A門 ANDIPA IN WATER AND ADDITIVE 
SOLUTION AT VARIOUS TEMPERATURξ 
? ?? ， ，
実験の#~
ピラヅロン誘導体;字決{之為、け 3アミノ
ピリンの漆鮮友今演'1;え
第3，:錆
、? ? ?????、
詳し科(1) 
?
??
?
?????
????????????? ァ ??? ? ???????
?
?
?
????? 、?、 ? ?? ???
?? ??、
?
?
?
?
?
??『?。?
?
??。
? ? 〉?? 。? 、
?
???。???
?
?
???????
??
?
?
?
?
?? 。 ??? ? ? ??? 、
? ????
?
?
、 ? ?
?
??、
?
??
? ?ォ
?
???????
?
?
?????。 ?
、? ? ??? ??
?
?
?
??
?
? 、
???
?
?
??
? ? ? ?
;与鉾j支の測定(え〉
袋三殺の部第 2，;続〔りは)Iこ抗議した。
??? ? ??
($ ) 
アミノピ 1) ンのえ笠 i立、 ブエニノレプタゾ‘ン大穴シ
アエンプアヅン会ょがアェノピラゾ、ン失存吟支設内
部第之締1.1)(3) (之記載したと i可ヰ:f，[二行フ k()
アンナピリン， 仏- ?ミノアンナピリン ζ、よぶ‘ア
ミノプロピロ〉共往時!ま、 A吋 ~\"存在しない、こ
れら;急務補布告IJ (J)吸収及をるらかじめ料えし、/~ ]¥ヘ
ボ失存するこれら主急務補助有1};.事汲の吸え友ぶ，)前"追
を乏しよい、てペパの波多こを~おした。
。
?
ゥ ，
(牛) 実、検純系
↓ ???、
? ? ????、 ?????? ?????? ?
?
???????、
??
?
?
???
?
???
? ?
?
Tab1e V工工工 ムGtof AM in Water 
Tempera七ure
200 300 400 
84.2 97.7 109.2 
80.2 エ06.1 エ03.2
65.2 80.工 80.6 
62.工 69.2 84.1 
68.4 84.2 96.5 
71.7 78.1 工02.1
30..4 29.5 36.7 
24.7 31.4 32.3 
21.6 29.8 35.4 
25.9 エ9.9 29.7 
工8.4 22.5 33.9 
8.4 エ7.2 24.8 
14.5 工7.3 26.5 
エ5.8 エ6.7 20.5 
Pyrazo1one deriv. 
pheny1bu七azone
phenopyrazone 
oxyphenbu七azone
an七ipyrine
4叩 aminoan七ipyrine
aminopropy1on 
Tab1e 工X AM in Aq~eous Mixed Solven七 a七 30.00
E七hy1eneg1yco1 
(vo1..も)
G 
10 
25 
50 
75 
同llG~(ca1/mo1e)
pheny1butazone ~ an七ipyrine
エ00..2 28.1 
89.1 28.工
74.6 2工.8 
42.1 9.3 
28.工 8.3 
山 80‘叩
(江j ピラソ*ロン誘導体の 攻化学的性質
ぐわ 手荷殺の渓1;芝
潟};え法!手交高交の部第ユノ録(TI)(3) l~ 記事てした。 結果を
了Q_b/eX (:::.ネした。
Tab1e X Mo1ecu1ar Weigh七 andP工anaど Area
MW 2 Area(λ/mo1ecu1e) 
phenopyrazone 252.26 72.7 
pheny工butazone 308.37 88..3 
oxyphenbu七azone 324.37 93..8 
an七ipyrine エ88.22 57.7 
4叩 aminoan七ipyrine 203.24 60..7 
aminopropylon 302.37 82.2 
(1IJ 安定、合鮫誘導体漆;えに右、けるアミノピクン
の3急/格及の浜1夫
笑尖‘駿験験¥j法去 iはま j安支
もの jに之準じる οJ結系を T~h f e. XI I~ * Lた Q
Tab1e X工 Solubi工~七y of AM in T.ddi七iveSolu七iona七 30..00
addi七iveconcn. 
(ぬ0工e/1i七.) 
o 
1X10-1 
2 
3 
4 
p同 hydroxy p四 amino e七hy1-p-amino
benzoic acid benzoエcacid benzoa七e
叩工 エー工.75X工o- 1.75x10 - 1~75x10 
1.78 1.80 
工.glla842.02a)
1.86 1.89 
工.90 1.92 
a) Concentration of addi七ive I ;1.9 2x工02mole/工土七.
? ?? ?
(1η とおう;/'ロン誘導淳、の浮待位
ぐれ jイ iJιεbr段以 e~ 以ct.tìo孔の通用
ピラゾロン誘導体的融持黙の Pjえについては交波
の杯第 j坊のfりて述べた。足ノレ手渡 l之ついても)切手;
で‘ある b 本科ペラメーターの刻足並ぴに結末広認識
の長P 第 3 締え~ 3字に毛、いでネ(た。
t等に名、いては、会を加渉決め会与党系の容続分李を最
初 iと仮えして行 L¥、 一次よ立会〈て。週訪務鯨j更を求め、
ついでで内佐を用い議Tた会客演か卒をさオ算す 5 ど¥'¥ 
うベクムえし 9フゲ法を j有川容按分三転手て -j支えな 3まで、、
イ?った。話.)f{t TahJe XJI'之示した。
(2) ;づくあ‘ょが、べ、ン《ン i之村するピタゾワシ
誘導体のふ各続反
本 j之対するピタゾ、 U シ誘導体の寝静友の判定 It失
ザ般の ~t; l 綿 (1)ω お‘ぶ〆(りに示した方法によリイ?っ
た
Table Xl Solubi1i七yof Pyrazo10ne Deどiva七ive5a七 30.00
Pyrazo10ne deriv. 50エy.
Benzene 
3.01x工03
1.22x10-1 
6.49x工05
5.28x10-2 
3.54x工02
7.79x10-3 
oxyphenbu七azone
pheny1bu七azone
phenopyrazone 
an七ipyrine
4・世aminoan七ipyrine
aminopropy工on
日20
1.78x工0-6
5.06X工07
1.02x工06
工.29xエol
8.63x工02
7.49x工03
一82叩
(の ♂アゾロン誘導体浮浪の砕造住の校封
(1 ) ノ室等友の決ij芝
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Tab1e X工工工 Conduc七ivityof SDS solu七iona七 25.00
Addi七ive Concn.of SDS に A 
None 3.99x工O
国 3
2.780x工02 69.7 
4.51 3.工40 69.7 
5.20 3.625 69.7 
5.55 3.800 68.5 
6.24 4.325 69.3 
6.94 4.685 67.6 
7.28 4.905 67.4 
7.63 5.020 65.8 
7.98 5.175 64.9 
8.32 5.310 63.8 
8.67 5.465 63.0 
9.02 5.550 61.6 
9.54 5.725 60.0 
工0.06 5.855 58.2 
0.5M叩 4.00 2.130 53.3 
an七ipyrine 5.00 2.682 53.6 
6.00 3.212 53.6 
7.00 3.752 53.6 
8.00 4.265 53.3 
9.00 4.825 53.6 
エ0.00 5.297 53.0 
エ.00 5.8工3 52.9 
エ3.00 6..882 52.9 
エ5.00 7.797 52.0 
エ8.00 9.307 51.7 
20.00 工0.15 50.8 
0.5M目 5.00 2.870 57.4 
4四 aminoan七ipyrine
6.00 3.490 58.2 
7.00 3.998 57.工
9.00 5.035 55.9 
エ0.00 5..530 55.3 
12.00 6.625 55.2 
14.00 7.680 54.9 
工5.00 8..095 53.9 
16.00 8.637 53.9 
エ7.00 9.040 53.2 
20.00 _0.33 51.7 
-84四
Tab1e X工V Conduc七ivi七Y of DDAB solution a七 25.00
Addi七ive Concn. of DDAB }ぐ λ 
None 4.23x工0
回 3
4. 210x 10 2 99.6 
5.93 5.950 エ00.4
9.03 8.785 97.3 
11.88 1.125x工03 94.7 
エ6.38 エ.355 82.7 
工7.69 1.390 78.6 
工9.32 工.395 72.2 
20.74 エ.440 69.4 
7.23 6.950x工02 96..2 
10.6工 9.995 94.2 
0.5M叩 5.00 3.735x工02 74.7 
an七ipyrine
6.00 4.345 72..4 
7.00 5.095 72.8 
8.00 5.652 70.7 
工0.00 7.125 71.3 
エ2.00 8.525 71.0 
13.00 9.110 70.1 
エ6.00 工.095x 103 68.4 
エ7.00 工.工50 67.7 
19.00 1.265 66..6 
20.00 エ.295 64.8 
2.l霊Q_Q エ.358 64.7 
0.5M四 5.00 3.910x工02 78.2 
4-aminoan七ipyrine
7.00 5.3工O 75.9 
8.00 5.955 74.4 
10.00 7.350 73.5 
11.00 7.9工3 7エ.9 
エ2.00 8.605 71.7 
エ5.00 エ.035x工03 69.0 
工7.00 1.140 67‘工
エ8.00 工.190 66..1 
20.00 工.290 64.5 
? ? ? ???
Tab工eXV Solubi1i七yof Pheny工bu七azonein SDS S01u七ion
a七 25.00
Concn. of SDS 
(M) 
O.D. a) b) pH 
0 
2.00x工0-3
3.00 
4.00 
5.00 
5.75 
6.00 
6.25 
6.50 
6.75 
7.00 
7.20 
7.30 
7.50 
7.60 
7.70 
7.80 
8.00 
9.00 
10.0 
0.2工9
0.250 
0.266 
0.263 
0.267 
0.274 
0.290 
0.296 
0.369 
0.39工
0.480 
0.502 
0.530 
0.559 
0.563 
0.564 
0.637 
0.638 
0.855 
1.002 
5.工
5.0 
--
5.0 
4.9 
4.8 
4.8 
4.9 
4.8 
4.9 
4.9 
4.8 
4.9 
4.9 
4.8 
a) These va1ues indica七eop七ica1denci七Yof sa七ura七ed
s01u七ionsby pheny1bu七azonein七hepどesenceof SDS. 
b) These va1ues indica七epH of phenylbu七azones011.ユ七ion
W~七h SDS. 
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Tab1e xv工 Conduc七ivi七y of SDS Solu七ionwi七h Pheny1-
bu七azonea七 25.0。
Addi七ive Concn. of SDS ピ A 
None 。 2..085X工G
Pheny1bu七azone 5.00x工0-3 3.748x工02 75.0 
6.00 4.455 74.3 
6.50 4.745 73.0 
7.00 4.995 71.4 
7.20 5.055 70.2 
7.30 5.工20 70.工
7.40 5.工80 70.0 
7.50 50工60 68.8 
7.60 5.255 69.工
7.70 5.258 68.3 
7.80 5.工95 66.6 
8.00 5.375 67.2 
9.00 5.650 62.8 
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